
日
本
は
、
そ
の
自
然
条
件
か
ら
、
地

震
、
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し

や
す
い
。

災
害
か
ら
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

大
切
な
こ
と
は
、
行
政
に
よ
る
「
公
助

」
だ
け
で
な
く
、
国
民
一
人
一
人
に
よ

る
「
自
助
」
、
そ
し
て
、
地
域
、
企
業

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
枠
組
み
に
お
い

て
互
い
に
助
け
合
う
「
共
助
」
が
不
可

欠
で
あ
る
。

■

「
自
助
」

「
自
助
」
と
は
、
災
害
時

に
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

事
。
ま
た
は
、
備
え
る
事
で

あ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後

に
生
き
埋
め
に
な
っ
た
り
、

閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
し
た
も

の
の
う
ち
、
公
的
機
関
に
よ

り
救
助
さ
れ
た
人
は
全
体
の

わ
ず
か
一
・
七
％
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
す
。
（
自
力
・

家
族
に
は
、
全
体
の
七
割
）

つ
ま
り
、
大
地
震
が
発
生

し
た
時
の
よ
う
な
緊
急
時
に

は
、
自
衛
隊
や
消
防
な
ど
の

公
的
機
関
に
頼
り
す
ぎ
て
し

ま
う
と
、
助
か
る
命
が
助
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

緊
急
時
に
は
自
分
で
状
況

を
把
握
し
、
自
身
の
防
災
知

識
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
瞬
時

に
最
善
の
行
動
を
と
る
た
め

に
、
正
し
い
防
災
知
識
が
必

要
で
す
。

■

「
共
助
」

「
共
助
」
と
は
、
近
隣
が

互
い
に
助
け
合
っ
て
地
域
を

守
る
事
。
ま
た
は
、
備
え
る

事
で
あ
る
。
災
害
時
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
で
助
け
合
う
必

要
が
あ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

友
人
・
隣
人
に
救
助
さ
れ
た

割
合
が
、
全
体
の
二
八
・
一

％
（
約
三
割
）
だ
っ
た
。

今
日
で
は
、
人
々
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

家
族
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

機
能
を
再
度
、
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

■

「
公
助
」

「
公
助
」
と
は
、
国
や
県

な
ど
の
行
政
機
関
に
よ
る
救

助
・
援
助
で
あ
る
。

災
害
時
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
や
自
衛
隊
が
助
け
て
く
れ

る
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
機
関
自
体
が

被
災
す
る
場
合
も
当
然
あ
り

ま
す
し
、
実
際
の
現
場
を
見

て
い
な
い
時
は
、
情
報
に
タ

イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
は
、

交
通
渋
滞
に
よ
り
、
他
県
か

ら
の
救
助
隊
が
遅
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
情
報
の
伝
達
ス
ピ

ー
ド
が
遅
か
っ
た
た
め
、
「

公
助
」
の
初
動
が
か
な
り
遅

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
い
て
は
、
「

自
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」

の
三
つ
が
か
み
合
っ
た
時
に

初
め
て
、
被
害
を
最
小
限
に

お
さ
え
る
事
が
出
来
る
。

三
つ
の
う
ち
、
一
つ
で
も
欠

け
る
と
、
被
害
を
最
小
限
に

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

行
政
、
個
人
、
自
治
体
、
全

て
に
お
い
て
、
防
災
意
識
の

底
上
げ
が
必
要
不
可
欠
に
な

っ
て
く
る
。

「
自
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」

防
災
新
聞「自助7割共助2割公助1割」

三位一体「自助・共助・公助」

阪神・淡路大震災における生き埋めや閉じ込められた際の救助

標本調査：（社）日本火災学会（1996）
「1995年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」参照

自助・共助・公助における実例

「自助」「共助」「公助」は1つでも欠けて
しまうと、うまく機能しません。
一人一人が地震に備えていなければ、被
害を最小限に抑えることはできないのです。
災害発生時は想定外の事が起きる可能
性が高いです。
常日頃からの備えが,いざというときに力を
発揮します。

阪神・淡路大震災では、生き埋めや
倒壊した家屋に閉じ込められた人のう
ち、自力で脱出や隣人や知人に助けら
れた人が全体の約9割でした。
つまり、地震が発生した時「公助」の初
動は遅いという事です。
緊急時、「自助」
「共助」がかなり
重要になってきま
す。
防災知識はもち
ろん、ご近所さん
との人間関係づ
くりも大切です。
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危
機
的
状
況
で
自
分
の
心
理
に
気
づ

く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
心
理
状
態

に
な
り
や
す
い
か
を
、
ま
ず
は
知
る
こ

と
で
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
よ
く
「
パ
ニ
ッ
ク
」

が
話
題
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

は
パ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
被
害
者
よ
り
も
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
被
害
者
の
方
が
多
い

の
で
す
。

な
ぜ
東
日
本
大
震
災
で
は
、
あ
れ
ほ
ど

被
害
が
で
た
の
か
？
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。

七
割
も
の
人
が
自
宅
か
ら
逃
げ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

逃
げ
遅
れ
な
い
た
め
の
知
識

防
災
新
聞

■

正
常
性
バ
イ
ア
ス

正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
は
地
震
な
ど
の

異
常
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
「
自
分

と
は
関
係
な
い
」
「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
現
実
逃
避
的
に
考
え
て
、
心
理
安
定

を
測
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
こ
と
。

軽
微
な
災
害
な
ど
自
身
の
先
行
体
験
が
、

そ
の
後
の
災
害
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
さ

せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
り
、
周
囲
の
人
が

逃
げ
な
か
っ
た
ら
自
分
も
大
丈
夫
と
思

っ
て
し
ま
う
感
覚
で
あ
り
、
こ
の
せ
い

で
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
起

き
た
時
に
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。

■

愛
他
行
動

愛
他
行
動
と
は
、
他
人
を
助
け
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
あ
り
、
危
機
的
状
況

に
直
面
す
る
と
、
自
分
の
命
を
差
し
置

い
て
で
も
他
者
を
助
け
よ
う
と
す
る
心

理
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
人
が
他

者
を
助
け
る
過
程
で
命
を
落
と
し
た
。

ま
た
、
避
難
を
拒
否
す
る
人
の
説
得
に

手
間
取
り
、
地
震
か
ら
津
波
ま
で
の
時

間
が
失
わ
れ
た
。

災
害
時
の
個
人
行
動
の
指
針
と
し
て
、

や
は
り
「
ま
ず
、
自
身
が
助
か
る
」
と

い
う
こ
と
と
、
「
逃
げ
ら
れ
る
人
が
逃

げ
る
こ
と
」
と
い
う
こ
と
が
基
本
原
則

で
す
。

■

同
調
バ
イ
ア
ス
（
集
合
的
無
知
）

同
調
バ
イ
ア
ス
と
は
、
周
り
に
合
わ

せ
よ
う
と
す
る
心
理
で
あ
り
、
自
分
以

外
に
大
勢
の
ひ
と
が
い
る
と
、
と
り
あ

え
ず
周
り
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
心
理

状
態
の
こ
と
で
す
。

他
人
と
違
う
行
動
を
と
っ
て
い
る
と
、

間
違
っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
周
り
の
人
と
同
じ
行
動
を
と

る
こ
と
で
安
心
を
得
よ
う
と
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
大
勢
の
人
が

歩
い
て
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
周
り
の

人
が
歩
い
て
い
る
か
ら
自
分
も
歩
い
て

い
て
も
大
丈
夫
、
こ
の
行
動
は
正
し
い

ん
だ
。
そ
う
思
い
込
み
、
津
波
に
の
ま

れ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

■

逃
げ
遅
れ
な
い
た
め
に
・
・
・

普
段
か
ら
多
数
の
他
者
よ
り
自
分
の

心
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
何
よ
り
「
自

然
災
害
に
は
想
定
外
が
つ
き
も
の
」
と

肝
に
銘
じ
、
避
難
経
路
の
確
認
や
防
災

グ
ッ
ズ
の
準
備
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

恐ろしい、心理効果

危機的状況時に人が陥る3つの行動心理

正常性バイアス 「自分は大丈夫！」と他人事のように考え、
心理的ストレスから逃げる

愛他行動 自分の命を差し置いてでも、他者を助けよ
うとする心理

同調バイアス
（集合的無知）

自分以外に大勢の人がいると、取りあえず
周りに合わせようとする心理

厳守すべき3つのルール

① 今が正常だと思わない

② 非常時には他人を助けようとはしない

③ みんなと同じ行動をしようとしない

■

大
邱
地
下
鉄
放
火
事
件

二
０
０
三
年
に
韓
国
で

起
き
た
地
下
鉄
放
火
事
件

の
出
火
直
後
の
写
真
が
マ

ス
コ
ミ
に
公
開
さ
れ
た
時

は
、
世
界
に
衝
撃
を
与
え

た
。

な
ん
と
、
煙
が
車
内
に
充

満
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
員
が
黙
っ
て
じ

っ
と
座
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
全
員
が
周
り
の
人
が

何
も
行
動
を
起
こ
さ
な
い

の
で
、
大
丈
夫
だ
と
思
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
間

違
い
な
く
大
丈
夫
だ
と
目

の
前
の
危
機
的
な
現
実
を

否
定
す
る
「
非
常
呪
縛
」

に
支
配
さ
れ
て
い
て
、
正

常
な
判
断
が
出
来
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
約
二

０
０
名
の
犠
牲
者
が
で
た
。

出典：livedoor.blogimg.jp

肝に銘じておかなければいけない事
・パニックは怖くない、怖いのはパニックを恐れる人たちが引き起こす情報隠
しである

・パニックは簡単には起らない、むしろ心の緊急スイッチがすぐに入ら
ず逃げ遅れることの方が多い

・人間には「自分だけは大丈夫」と期待する本能がある

・災害の記憶は風化し、その予測は「まだ大丈夫だろう」という楽観に
流れる

・周りが逃げなくても、危ないと思ったら逃げる

・専門家が大丈夫と言っても、危険を感じたら逃げる

・人は自分にとって不都合な情報を無視する

・見たくないものは見えない、信じたくないものは信じられない

・「前回は・・・だったから」が命とりになる

・災害時「皆でいれば怖くない」と思う心が怖い

覚えておきたい“災害時に働く心理”
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
け
が
の
原

因
の
大
半
は
家
具
の
転
倒
・
落
下
で
す
。

建
物
の
中
で
け
が
を
し
た
人
の
約
半

数
（
四
六
％
）
は
家
具
の
転
倒
・
落
下

が
原
因
で
、
こ
れ
に
ガ
ラ
ス
の
飛
散
に

よ
っ
て
け
が
を
負
っ
た
人
（
二
九
％
）

を
加
え
る
と
、
実
に
四
分
の
三
の
人
た

ち
が
家
具
や
ガ
ラ
ス
で
被
害
を
受
け
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
家
具
を
し
っ
か
り
と
留
め

て
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策
を
施
せ

ば
、
震
災
時
に
ほ
と
ん
ど
の
人
は
け
が

を
し
な
く
て
済
む
の
で
す
。

家具転倒防止グッズで補強

■

現
状

一
般
家
庭
で
、
家
具
の
転

倒
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対

策
は
、
実
際
に
は
ま
だ
ま
だ

進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
？

答
え
は
明
ら
か
で
、
そ
の
二

つ
に
対
す
る
知
識
や
情
報
の

不
十
分
さ
が
最
大
の
原
因
で

あ
り
、
さ
ら
に
、
対
策
を
講

じ
る
の
に
掛
か
る
費
用
や
手

間
も
大
き
な
障
害
に
な
っ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
二
つ
の
大
き
な

阻
害
要
因
を
取
り
除
け
ば
、

家
具
と
ガ
ラ
ス
の
飛
散
の
防

止
対
策
は
飛
躍
的
に
進
む
は

ず
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
二
つ

の
対
策
へ
の
正
し
い
知
識
や

情
報
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

■

選
べ
る
4

タ
イ
プ

家
具
の
転
倒
防
止
グ
ッ
ズ

に
は
大
き
く
分
け
て
四
種
類

あ
り
ま
す
。

強
度
の
強
い
順
か
ら
①
Ｌ

型
金
具
②
ベ
ル
ト
式
器
具
③

ポ
ー
ル
式
器
具
④
ス
ト
ッ
パ

ー
式
器
具
で
す
。

し
か
し
、
最
も
強
度
が
強

い
①
Ｌ
型
金
具
に
は
、
い
く

つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
思

う
よ
う
に
普
及
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。

■

①
Ｌ
型
金
具

「
Ｌ
型
金
具
」
は
金
具
と

壁
を
固
定
す
る
方
法
で
す
。

し
か
し
、
壁
側
に
穴
を
開
け

ら
れ
な
い
賃
貸
住
宅
に
は
向

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
持
ち
家

の
場
合
で
も
、
壁
に
石
膏
ボ

ー
ド
と
い
う
「
ス
カ
ス
カ
」

の
素
材
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
ビ
ス
が
効
か
ず
、
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
は
、
Ｌ
型
金
具
を

固
定
す
る
為
の
木
の
横
板
を

新
た
に
壁
側
に
設
置
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
桟
を
探
し
、
そ
の
上

に
ビ
ス
を
固
定
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
（
左
図
で
説
明
）

■

③
と
④
の
組
み
合
わ
せ

①
Ｌ
型
金
具
は
強
度
は
最

も
強
い
の
で
す
が
、
手
間
が

か
か
っ
た
り
、
住
環
境
に
よ

り
実
行
が
厳
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
Ｌ
型
金
具
の
強

度
に
匹
敵
す
る
別
の
方
法
が
、

③
ポ
ー
ル
式
器
具
と
④
ス
ト

ッ
パ
ー
式
器
具
の
組
み
合
わ

せ
で
す
。

方
法
は
、
家
具
の
底
面
に

マ
ッ
ト
式
ス
ト
ッ
パ
ー
器
具

を
設
置
し
「
滑
ら
な
い
」
状

態
に
し
、
家
具
と
天
井
の
隙

間
を
ポ
ー
ル
式
器
具
で
「
突

っ
張
る
」
と
い
う
、
二
つ
の

対
策
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
な
ら
、
壁
に
穴
を
開

け
れ
な
い
賃
貸
住
宅
や
持
ち

家
で
も
実
施
が
可
能
で
す
。

今
す
ぐ
で
き
る
防
災
対
策
①

防
災
新
聞

強度比較

Ｌ型金具
（下向き取り付け）
効果が一番大きい

Ｌ型金具
（上向き取り付け）

＞

ベルト式

＞ ＞
ポール式 ストッパー式

Ｌ型金具
（上向き取り付け）

＝ ＝
ポール式
＋

マット式

ポール式
＋

ストッパー式

壁の種類による桟の入り方

・2×4の壁

・家具を固定できない壁

・木造軸組壁

木造戸建住宅で2×4の壁は、
和室・洋室を問わず、約45㎝
の間隔の縦桟が入っている。

木軸壁は戸建住宅、集合住
宅ともに用いられる間仕切り
用の壁で、縦・横約45㎝の等
間隔に桟が入るタイプと、30㎝
間隔で縦桟、90㎝間隔で横桟
の入る2種類のタイプがある。

Ｓ1壁やＧＬ壁など発泡プラスチック系の断熱材が入った防露
壁には桟がないため、金具による家具の固定はできない。
一般的に、防露壁は外に面する壁に使用されている。
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■

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策

ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策
は

三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
標
準
的
な
対
策
で
、

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
ガ
ラ
ス

の
前
面
に
貼
る
と
い
う
も
の
で

す
。

し
か
し
、
ガ
ラ
ス
前
面
に
フ
ィ

ル
ム
を
貼
る
の
は
と
て
も
大
変

な
作
業
で
す
。
左
図
で
貼
り
方

の
一
例
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

防
災
新
聞

二
つ
目
は
、

飛
散
フ
ィ
ル
ム

を
ど
う
し
て
も

貼
れ
な
い
と
い

う
方
に
お
勧
め
す
る
方
法
で
す
。

そ
の
方
法
は
、
ガ
ラ
ス
の
前
面

に
昼
間
は
薄
手
の
レ
ー
ス
を
引

い
て
お
き
、
夜
は
カ
ー
テ
ン
を

引
い
て
お
く
と
い
う
方
法
で
す
。

仮
に
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
と
し
て

も
、
前
に
あ
る
レ
ー
ス
や
カ
ー

テ
ン
に
当
た
り
真
下
に
落
ち
る

た
め
、
部
屋
中
に
散
ら
ば
る
の

を
防
ぐ
と
い
う
最
低
限
の
対
策

で
す
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

時
に
は
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
ガ
ラ
ス
と
家
具
の

配
置
で
す
。

最
近
の
窓
ガ
ラ
ス
は
サ
ッ
シ
と

の
間
に
ゆ
と
り
を
設
け
て
い
る

た
め
、
大
き
な
地
震
の
揺
れ
で

も
そ
う
簡
単
に
は
割
れ
な
い
構

造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
リ
ビ
ン
グ
の
大

き
な
窓
ガ
ラ
ス
の
前
に
大
き
な

サ
イ
ズ
の
薄
型
液
晶
テ
レ
ビ
な

ど
が
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
な

い
か
、
そ
う
い
う
視
点
か
ら
配

置
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下
さ

い
。

■

凶
器
に
な
る
家
具

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災

者
の
多
く
が
「
家
具
は
凶
器
に

な
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
具
の
転
倒
な
ど
で
け

が
を
し
た
人
の
中
に
は
、
現
在

は
、
家
具
部
屋
を
つ
く
っ
て
家

具
を
集
中
さ
せ
、
寝
室
に
は
家

具
を
置
か
な
い
と
い
う
人
も
い

ま
す
。

普
段
は
生
活
を
彩
っ
て
く
れ

る
家
具
を
凶
器
に
し
な
い
た
め

に
、
早
急
に
し
っ
か
り
し
た
対

策
を
し
て
下
さ
い
。

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
は
、
子

供
や
お
年
寄
り
に
は
不
可
能
で

す
。

大
人
の
義
務
を
考
え
、
す
ぐ
に

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

阪神・淡路大震災の死亡、ケガの原因

平成7年1月17日 午前5時46分に発生した兵庫県南部地震（阪神・淡路
大震災）では6,433名もの尊い人命が失われました。
阪神・淡路大震災が残した教訓として、まず、家の中（周り）を安全にし、自
分の身は自分で守る心構えを持ち、いつ来てもおかしくない災害に対し、十分な
備えをしましょう。

1. 死亡した人の原因 2. ケガをした人の原因

8割以上が家屋倒壊・家具転倒による圧死・窒息死

●ポイント

・市販のガラス飛散防止フィルムを購入する際は、各種の飛散防止試験をクリアした
「JIS A 5759」規格に適合した商品の中から選ぶことをお勧めします。

・フィルムはあくまで飛散防止の為であって、ガラスそのものが割れにくくなるわけではない。

・フィルムには耐用年数があるため、飛散防止効果を保つためには張り替えも必要。

・特殊なガラス（線入ガラス・二重ガラス・熱線反射（吸収）ガラス・有機ガラスなど）は
熱割れの恐れがある為、使用は避ける。

・耐震性を考慮した専用ガラスに買い換えるよりも、手軽で価格も安く抑える事が出来る。
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あ
な
た
の
家
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
「
備
え
」
が
ち
ゃ
ん
と
で
き

て
い
ま
す
か
？

も
し
で
き
て
い
な
い
な
ら
、
東
日
本
大

震
災
直
後
の
ス
ー
パ
ー
の
様
子
を
思
い

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ス
ー
パ
ー
の
棚
に
商
品
が
ほ
と
ん
ど
な

い
状
態
で
し
た
よ
ね
。

災
害
に
よ
っ
て
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
う

る
の
で
す
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
家
庭
内
備
蓄

は
必
要
不
可
欠
で
す
。

ムダのない食料備蓄

■

従
来
の
非
常
食

こ
れ
ま
で
の
災
害
時
用
の

非
常
食
は
三
年
、
五
年
と
長

期
保
存
の
効
く
食
料
を
大
量

に
買
い
込
み
保
存
し
て
お
く

の
が
常
識
で
し
た
が
、
こ
の

場
合
、
消
費
期
限
切
れ
に
よ

る
食
材
の
廃
棄
が
問
題
視
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
非
常
食
は
普
段
食

べ
な
い
た
め
、
な
か
な
か
口

に
合
い
ま
せ
ん
。
食
事
を
す

る
だ
け
で
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
、
か
つ

無
駄
の
な
い
備
蓄
方
法
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と

は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

食
料
の
備
蓄
方
法
で
す
。

海
外
で
は
、
こ
の
方
法
が
一

般
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

方
法
は
、
そ
の
名
の
通
り

「
食
べ
ま
わ
し
な
が
ら
備
蓄

す
る
」
と
い
う
方
法
で
す
。

つ
ま
り
、
災
害
時
用
に
備
蓄

し
て
い
る
非
常
食
を
定
期
的

に
食
べ
て
、
消
費
し
た
分
を

買
い
足
す
と
い
う
行
為
を
繰

り
返
し
ま
す
。

だ
か
ら
、
常
に
家
庭
に
は
新

し
い
非
常
食
が
備
蓄
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

さ
ら
に
、
従
来
の
よ
う
に
、

消
費
期
限
が
過
ぎ
て
、
食
材

を
廃
棄
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
こ
と
を
回
避
で
き
ま

す
。

■

非
常
食
の
日
常
化

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
は

月
に
一
回
定
期
的
に
非
常
食

を
食
べ
る
の
で
、
普
段
か
ら

食
べ
て
い
る
も
の
が
災
害
時

の
食
卓
に
並
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
災
害
時
で
も
、
普
段

食
べ
慣
れ
な
い
非
常
食
で
は

な
い
の
で
、
安
心
し
て
食
事

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
本
的
に
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
で
の
非
常
食
の
消
費

期
限
の
目
安
は
一
年
で
す
。

一
年
の
消
費
期
限
が
あ
れ
ば
、

長
期
保
存
の
非
常
食
で
は
選

べ
な
か
っ
た
各
種
レ
ト
ル
ト

食
品
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食

品
な
ど
多
彩
な
レ
パ
ー
ト
リ

ー
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

す
。
個
人
の
好
み
に
合
わ
せ

た
非
常
食
の
準
備
が
可
能
で

す
。

■

最
低
一
週
間
分
の
備
蓄

一
般
的
に
「
非
常
食
は
最

低
三
日
分
用
意
」
と
奨
励
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
震

災
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
機
関
か
ら
考
え
る
と
、
最

低
で
も
一
週
間
分
の
備
蓄
が

必
要
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
の
時
の
電
気
の
復

旧
は
一
～
四
日
で
比
較
的
早

く
復
旧
し
ま
し
た
が
、
水
道

は
五
十
％
復
旧
す
る
だ
け
で

一
週
間
か
か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
九
十
％
の
復
旧
は
約

一
ヶ
月
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
期
間
か
ら
み
る
と
、
生

き
て
い
く
為
に
必
要
な
水
は

一
週
間
は
使
え
な
い
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
。
「
公
助
」

に
よ
る
援
助
が
一
週
間
以
内

に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
援
助
が
一
人
一
人
、
全
員

に
い
き
わ
た
る
保
障
は
あ
り

ま
せ
ん
。
生
き
残
る
た
め
に

は
自
分
自
身
で
一
週
間
乗
り

切
る
た
め
の
備
蓄
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

今
す
ぐ
で
き
る
防
災
対
策
②

防
災
新
聞

月1回は「非常食ごはん」の日

補充

使う

補充

使う

「毎月第2土曜は非常食の日」というように
非常食を食べる日を設定しましょう

停止したライフラインの復旧期間

上段：50％復旧するまでの期間

下段：90％復旧するまでの期間

東京湾北部は復旧目標日数

※

◎一旦停止したライフラインの復

旧にはある程度の時間が必要

になります。

上の表は、阪神・淡路大震災、

東日本大震災、そして今後発

生することが予想されている東

京湾北部地震において、ストッ

プした電気、水道、ガスがそれ

ぞれ50％復旧までの日数（

上段）、90％復旧するまでの

日数（下段）をまとめたもの

です。
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備蓄しておきたい日常品

■

日
々
の
生
活
か
ら
心
掛
け
る

日
本
で
は
大
き
な
災
害
が
起
こ
る

た
び
に
防
災
備
品
を
買
い
占
め
る
傾

向
が
あ
っ
て
「
近
所
の
ス
ー
パ
ー
か

ら
物
が
消
え
た
！
」
な
ん
て
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
日
々
の
買
い
物
で
備
蓄

も
兼
ね
ら
れ
た
ら
、
い
ざ
と
い
う
と

き
慌
て
ず
に
済
む
し
、
一
年
間
で
ど

れ
く
ら
い
の
消
費
量
が
あ
る
か
を
知

っ
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
は
水
・
米
や

乾
麺
な
ど
に
も
応
用
で
き
る
の
で
、

防
災
新
聞

食料品の備蓄ポイント

こ
れ
ら
の
品
も
定
期
的
に
消
費
、
買

い
足
し
を
し
て
、
常
に
消
費
期
限
が

切
れ
な
い
よ
う
に
防
災
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
！

■

生
活
用
品
で
賢
く
防
災

生
活
用
品
も
ひ
と
工
夫
す
れ
ば
防

災
グ
ッ
ズ
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
一
番
使
え
る
の

が
、
実
は
「
ラ
ッ
プ
」
で
す
。
水
不

足
で
食
器
が
洗
え
な
い
時
で
も
、
お

皿
に
敷
い
て
お
け
ば
洗
わ
ず
に
済
む

し
、
食
器
が
洗
え
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
ラ
ッ
プ
を
丸
め
て
ス
ポ
ン
ジ
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。
ケ
ガ
を
し
た

と
き
に
は
包
帯
の
上
に
巻
け
ば
汚
れ

も
防
げ
る
し
、
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て

腕
を
固
定
す
る
三
角
巾
に
も
早
変
わ

り
す
る
か
ら
驚
き
ア
イ
テ
ム
で
す
！

ま
た
、
布
製
ガ
ム
テ
ー
プ
と
油
性

ペ
ン
が
あ
れ
ば
も
っ
と
便
利
で
す
。

ガ
ム
テ
ー
プ
に
ペ
ン
で
名
前
を
書
い

て
自
分
の
も
の
に
貼
っ
て
お
け
ば
名

札
と
し
て
使
え
ま
す
し
、
伝
言
し
た

い
内
容
を
テ
ー
プ
に
書
い
て
ド
ア
や

壁
に
貼
っ
て
お
け
ば
伝
言
ボ
ー
ド
に

も
な
り
ま
す
。
災
害
時
は
家
族
や
知

り
合
い
と
離
れ
離
れ
に
な
る
可
能
性

や
、
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
に
陥
る

事
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
時
に

伝
言
が
あ
れ
ば
お
互
い
安
心
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ゴ
ミ
袋
も
用
途
が
満
載
で

す
。
バ
ッ
グ
代
わ
り
に
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
袋
に
切
り
込
み
を
入
れ
て

首
や
手
を
通
せ
ば
カ
ッ
パ
や
防
寒
具

と
し
て
使
え
ま
す
し
、
袋
を
切
り
開

い
て
何
枚
か
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
繋
ぎ

合
わ
せ
れ
ば
、
敷
物
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
あ
ら
か

じ
め
考
え
て
準
備
し
て
お
く
と
、
い

ざ
と
い
う
時
に
最
小
限
の
荷
物
で
い

ろ
い
ろ
な
用
途
で
使
え
て
、
と
て
も

助
か
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
非
常
食
だ
け

で
な
く
、
防
災
グ
ッ
ズ
や
防
災
セ
ッ

ト
を
常
備
し
て
お
く
と
安
心
で
き
ま

す
。

・保存食料は、保存期間の長いものを選び、温度・湿度の低い場所で保存
する。

・保存食料の中に味に変化がつけられる調味料（醤油など）も入れておくと
良い。

・缶詰は保存期間が長く・そのまま手を加えず食べられ・缶切りなしで開けら
れるものを選ぶ。

・携帯に便利なパックのインスタント食品、レトルト食品、インスタント飲料な
ども用意する。

・子供のいる家庭では、レトルト食品など子供が喜んで食べるものを保存食
料にすると良い。

・「パックご飯」などは、お湯がない場合、黒いビニール袋にぴったり くるんで、
直射日光に当てて温められます。

・高カロリーなチョコレートは、体力の消耗を防ぐことができる。

・少量の塩分や糖分は食欲を増進させる効果があるので、塩、ハチミツ、キャ
ンディなども用意する。

・保存食は飽きないように変化をもたせ、いろいろな種類を用意する。

飲料水の備蓄ポイント

・人間1人が1日に必要な飲料水は3リットル。
・生活用水になると、1日6リットルもの水が最低限必要となります。

・ペットボトルのミネラルウォーターはだいたい賞味期限が2年近くあるので保
存に便利。

・給水を受けられる様に、ポリタンクなど清潔でフタのできる容器で用意しま
しょう。

・水の保存は直射日光をさけましょう。

・飲料水を汲み置きする場合は、3日に1度はくみかえを。浄水器を通した水
は塩素効果がないので毎日くみ替える。

・地震発生直後、水道がまだ使える状態であれば、お風呂に水を貯め、空
のペットボトルやポリタンクなど可能な限り水を確保する。

自炊のための準備

・炊事のためにカセットコンロ、カセットボンベやキャンプ用品（はんごう、食器、鍋など）の用意があると良いです。用
意するだけに終わらず実際に使用してみて、使い方を覚えておきましょう。

・カセットコンロは、予備のボンベとともに保管する。

・食器の中にラップを敷いて使い、 汚れたらラップはそのまま捨てる。貴重な洗い水を節約できるので、多めにラップの
準備をしましょう。

・ウエットティッシュは、水がないときでも手をふいたり、食器をふいたり利用度が高いので多めに用意する。

・クーラーバッグを用意し、停電したらすぐに冷蔵庫の中の食料を入れる。

電気・ガス・水道が、正常に使えるようになるまでの準備
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